
前年度㸦　　元年度㸧

時㛫 人 時㛫

　 会ィ期㛫㸦　　㸲月㹼　　㸱月㸧

前々年度㸦　　元年度㸧

円 円 円

前年度　㸦　　㸰年度㸧

円 円 円

前年度㸦㸰年度㸧における実⦼㸦全体⾲「㸦Ⅲ㸧多様な働き方」の各㡯目において「就業つ則➼で定めており、前年度の実⦼がある」と㑅択した場合に実⦼をグ㍕㸧

◎免チ・㈨格取得、検定の受検勧奨 ◎⫋員として登用した人数 1 名 ◎在宅勤務を⾜った人数 ● 名

に㛵する制度を活用した人数 㸳 名 ◎うち1名は㞠用⥅⥆期㛫が㸴月に㐩している

※取得を㐍めた免チ➼㸸 刈払機 ◎うち1名は前年度末日まで㞠用⥅⥆している ※実施した期㛫㸸●月●日㹼●月●日

※登用した日  就業時㛫㸦在宅勤務㸧㸸●時●分㹼●時●分

 制度の活用内容㸸 受ㅮ料の免㝖  勤務形態㸸 月曜日㹼㔠曜日  ⫋務内容㸸 ○○○

 就業時㛫㸸

 ⫋務内容㸸 ハウスクリーニング

◎フレックスタイム制を活用した人数 ● 名 ◎▷時㛫勤務に従事した人数 ● 名 ◎時差出勤制度を活用した人数 ● 名

※実施した期㛫㸸●月●日㹼●月●日 ※実施した期㛫㸸●月●日㹼●月●日 ※実施した期㛫㸸●月●日㹼●月●日

 就業時㛫(コアタイム㸧㸸●時●分㹼●時●分  就業時㛫㸦▷時㛫㸧㸸●時●分㹼●時●分  就業時㛫㸦早出の場合㸧㸸●時●分㹼●時●分

 ⫋務内容㸸 ○○○  ⫋務内容㸸 ○○○  就業時㛫㸦㐜出の場合㸧㸸●時●分㹼●時●分

 ⫋務内容㸸 ○○○

◎時㛫単位取得を活用した人数 㸯㸳 名 ◎傷病休暇➼を取得した人数 ● 名

◎ィ画的付与制度を活用した人数 名

※取得した制度　有⤥休暇の時㛫単位取得 ※取得した内容:　○○○

               ィ画的付与制度  取得した期㛫㸸●月●日㹼●月●日

 取得した期㛫㸸㸲月㸯日㹼㸱月㸱㸯日  就業時㛫㸸　　●時●分㹼●時●分

 取得日数・時㛫　●日　●時㛫  ⫋務内容㸸 ○○○

(※)当ヱ制度➼を活用した任意の㸯名の実⦼をグ㍕

前年度㸦●年度㸧における実⦼㸦全体⾲「㸦Ⅳ㸧支援力向上」の各㡯目の取⤌ありとした場合に実⦼をグ㍕㸧

◎◊修ィ画を⟇定している ◎◊修、学会➼又は学会ㄅ➼において ◎先㐍的事業⪅のど察・実⩦の実施している

◎◊修実施回数 外㒊　●回㸭内㒊　●回 　発⾲している回数 ● 回 ◎他の事業所のど察・実⩦を受け入れている

対㇟⫋員数 　 ● 人 ※◊修、学会➼名 ○○○ ※先㐍的事業⪅名 ○○○

うち◊修受ㅮ⪅数 　 ● 人  実施日 ● 月 ● 日  実施日/ 参加⪅数 ● 月 ● 日 ● 人

※◊修名 ○○○ ※学会ㄅ➼名 ○○○ ※他の事業所名 ○○○

 ◊修ㅮ師 ○○○  掲㍕日 ● 月 ● 日  実施日/ 参加⪅数 ● 月 ● 日 ● 人

 実施日・受ㅮ⪅数 ● 月 ● 日 ● 人  発⾲テーマ ○○○

◎㈍㊰拡大の商ㄯ会➼への参加回数 㸳 回 ◎⫋員の人事ホ価制度を整備している ◎ピアサポーターを㓄⨨している

　 　 ◎当ヱ人事ホ価制度を周知している ◎当ヱピアサポーターは「㞀害⪅㺩㺽㺏㺙㺬㺽㺎㺢◊修」

※商ㄯ会➼名 BASF営業 人事ホ価制度の制定日 ● 年 ● 月 ● 日 　を受ㅮしている

 主催⪅名 BASF 人事ホ価制度の対㇟⫋員数 ● 名 ※㓄⨨期㛫　●月●日㹼●月●日

 日時 㸰 月 㸳 日 うち昇⤥・昇格を⾜った⪅ ● 名  就業時㛫

 内容 年㛫清掃ィ画協㆟ 当ヱ人事ホ価制度の周知方法  ⫋務内容 ○○○

○○○

◎前年度末日から㐣去㸱年以内に ◎国㝿標準化つ格が制定したマネジメント

　⚟♴サービス➨三⪅ホ価を受けている 　つ格➼のㄆド➼を受けている

※ホ価を受けた日 ● 月 ● 日 　 ※ㄆドを受けた日 ● 月 ● 日 　

 ➨三⪅ホ価機㛵 ○○○  つ格➼の内容 ○○○

(※)実⦼のうち㸯事例をグ㍕

各㡯目について㐺宜、実⦼がわかる情報を㏣加すること。

必せに応じて⾜を増やす➼、

就労⥅⥆支援㸿型事業所におけるスコア⾲㸦実⦼Ⅰ㹼Ⅳ㸧

㸦Ⅰ㸧労働時㛫

㞠用契⣙を⥾⤖していた全ての
利用⪅における延べ労働時㛫

38,249
㞠用契⣙を⥾⤖していた延
べ利用⪅数

194
利用⪅の㸯日の平
均労働時㛫数

197

㸦Ⅱ㸧生産活動

生産活動収入から⤒㈝
を㝖いた㢠

15,977,317
利用⪅に支払った㈤㔠
⥲㢠

15,910,737 収支 66,580

⑥時差出勤制度に係る労働条件

生産活動収入から⤒㈝
を㝖いた㢠

22,397,373
利用⪅に支払った㈤㔠
⥲㢠

22,311,767 収支 85,606

⑥ピアサポーターの㓄⨨

⑦➨三⪅ホ価 ⑧国㝿標準化つ格が定めたつ格➼のㄆド➼

様式㸰㸫㸰

⑦有⤥休暇の時㛫単位取得又はィ画的付与制度 ⑧傷病休暇➼の取得に㛵する事㡯

㸦Ⅳ㸧　支援力向上

①◊修ィ画に基づいた外㒊◊修会又は内㒊◊修会 ②◊修、学会➼又は学会ㄅ➼において発⾲ ③ど察・実⩦の実施又は受け入れ

㸦Ⅲ㸧多様な働き方

①免チ・㈨格取得、検定の受検勧奨に㛵する制度 ②利用⪅を⫋員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務つ律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤▷時㛫勤務に係る労働条件

令和2年9月1日

㸶時㸱㸮分㹼㸯㸴時㸮㸮分

④㈍㊰拡大の商ㄯ会➼への参加 ⑤⫋員の人事ホ価制度


